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将冠岳(445m)　2023.12.28（木）晴れ

280*210

佐世保市内から弓張岳へ向かい途中で右折し但
馬岳への道に入る。但馬越で右折し横尾町へ通じ
る道路を1km程進むと、山側に赤い鳥居を見る。そ
の対岸が平地で駐車する。

「金刀比羅神社」と書かれた扁額が掛けられた鳥
居をくぐり歩き始める。

左側に「将冠岳登山口」の案内板が立つ。

右斜め奥に山上の上宮を拝む遥拝祠が安置され
ている。

南に佐世保港が見下ろせる。 山中へ入る。

280*210

石段を上って行く。 北東へ緩く上って行く。 緩やかに北方向に上って行く。

280*210

前方が明るくなって来た。 尾根筋に出合う。 東へ緩く上って行く。

280*210 280*210

短い急斜面を上る。 左に石積が現れた。 八天山(340m)に到着。

駐車地→尾根筋→八天山(340m)→金乃比羅神社→将冠岳(445m)→高筈岳(420m)→広場→参道登山口
→駐車地



280*210

周囲を雑木で囲まれ展望は得られない。

280*210

一息ついて、引返す。 開けた所から南南西に但馬岳を望む。 参道に上部が無い寄進の文字が残る石柱を見る。

280*210

北西へ下って行く。 尾根筋出合いから緩く上って行く。 右斜面に転石を見ると、傾斜が増して来た。

前方が開けて、北に鳥居が見えた。 扁額に「金乃比羅神社」と書いてある鳥居をくぐる。 金乃比羅神社上宮に参拝する。

西へ向かう。

石積の裏には北東を向いた祠がある。

前方に石積みが見えた。

但馬岳



石積に囲まれて三菩薩が立つ。

280*210

傍に「黒髪山大智院永代借地 佛堂敷地壹畒歩
大正三年三月十八日建立」と彫られた石柱が立っ
ていた。

西側からの三菩薩。 境内を出て西へ向かう。

植林の中を緩く上って行く。 植林斜面を上って行く。 北西前方が開けて来た。

広場に出合い、奥の鳥居をくぐる。

右分岐から西の露岩に進む。 足元に案内板を見る。 露岩の先が開けた。

　　左から　　虚空蔵菩薩　　　　　　　　　　　　　　　千手観世音　　　　　　　　　　　　　　　延命地蔵尊。



将冠岳(445m)に到着。

280*210

山名標柱。 明治33年選点の二等三角点：田島岳 (たじまだ
け)(445.07m)が設置されている。

東に十字岩を見る。

280*210

西南西から西の展望。

十字岩入口から見た奥の様子。 十字岩の右側に岩早姫八天神社の祠を見る。 十字岩の奥から振り返る。

寒暖計は6℃を示していた。 一休みして、西側に薄い踏み跡が延びていたので踏み込む。

愛宕山

相浦発電所



ロープを辿る。 大岩のロープを伝う。 ロープを伝って露岩へ登る。

280*210

露岩　北東から東南東の展望。

露岩　西から北西の展望。

大岩の下部を左へ回り込む。 急な露岩斜面を下る。 二重ロープの垂れる急斜面を下る。

前方に弱いコルが見えた。 雑木斜面を上り返して行く。 雑木斜面を斜上し、下り始める所から右へ斜面を
上って行く。

烏帽子岳隠居岳国見山

愛宕山相浦発電所



南へ上って行く。 展望地から東に前岳池を見下ろす。 高筈岳(420m)に到着。

北から東の展望。

一息ついて、西南西へ雑木斜面を下る。

右側幹に「気をつけて」の文言を見る。 往路に出合い南西に下って行く。 弱いコルへ下って行く。

転石斜面を上り返して行く。 ロープの急斜面が現れた。 右側の巻道を上って行く。

南東の八天山から将冠岳にかけての南尾根の北側は馬蹄形に切れ落ちており地すべり跡のようだ。

烏帽子岳隠居岳国見山

前岳

前岳池

八天山

八天山

将冠岳



岸壁基部まで戻る。 岸壁東側を進む。 岩早姫命を祀る祠を見る。

岩早姫命。 玉姫大明神。 岩場の下を南へ向かう。

祠の先5m奥が透けた積み木の様な岩を見上げる。 南東へ進む。 将冠岳への分岐を通過する。

広場の鳥居を抜ける。 西の参道を下る。 北へ下って行く。

ケルンを見て北西へ下って行く。 ケルンを見て南東へ下って行く。 山側木の根元に怪獣を見る。



傾斜が緩んで来た。 右に電柱を見送る。 前方に道路が見えた。

振り返る。 参道登山口に出合う。 山側右の根元に案内板を見る。

道路を北へ向かう。 北東に八天山を垣間見る。 右へ緩く下って行く。

400m程進んで駐車地へ帰り着いた。 フユイチゴ　実 ヤブラン　実

ツワブキ　綿毛 ムサシアブミ　実 ヤブコウジ　実


